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快適な生活環境を目指して

顔と水
炊齢生盾財をB題L/て

34

森の都とうだれれる本市は、豊かな緑、荒らか

右地下水に恵まれ、これが本市の特色であり語り

iaSJBBBB闇完

しかし、都市型の土地利用が進むにつれて私た

ちの身のまわりから緑や湧水が少なくなってきた。

・　-I_　II '  .'!I　一　二

「森の都宣言」、昭和51年3矧こ「地下水保全都

八景水谷公園

而宣言」が而議会で決議され、昭和54年10円には

「健康都而宣言」を行った。

これらの宣言にかかげられた都而つくりを目指

して、快適な生活環境の確保に欠かすことのでき

ない公害の防止、 `ヾ、緑と水、、をはじめとする自然

環境の保全と創出につとめている。

■緑化推進

昭和47^10月の「森の都萱言」を受けて、同年

1 2日から市民の快適な生活環窮つくりをEj指した

＼＼森の都作戦〟を展開し、積極的　緑化の推進を

囲っている。

森の都作戦の一つの柱である「緑の保全」事業

では、老樹.名木を所再者や管理者の承諾を得て

保存樹木に指定し、その維持・管理に努めている。

また、市街地に残された貴重な緑'"立fflW〟を守

熊
本
市
植
樹
祭
(
熊
本
城
三
の
丸
市
民
の
森
)

ううと、現在、県・而丁体となってその公育化を

進めてあり、その一部「生活環屍保全林立日田憩

の森」は市民の健康増進や憩の場として利用され

ている。

今-つの柱である「緑の創造」事業ては街路・

公国・学校・団地等の両施設や山林の緑化を積極

的に推し進めており、また、 Ej抜き通りや街指に

はフラウ-ポットを配置し、花いっぱいの街つく

りを目‡旨している。昭不□59年からは「ふれあいの
t '蝣)

森林つくり」がスタートし/」＼萩園一帯の施設整備

{ ′T1-

を進めており、L　また、昭利60年には県・而-体と

なり「巨オ団法人くまもと緑の萱毒」を設置するな

ど緑化の気運はさらに高まりをみせている。.

-万、森の都の実現には、而民-人ひとりの縁

日黄這Ily:巾上二,夏阜∴東;!./㌻ー;v5"'.-^'∴　二.L∋

置奨励補的制度や新築・誕生記念樹の配布、ツ57

苗・花S3の配布、地域環魔緑化用樹木配布などの

制度を設け、その推進を回っているC　また、緑化

協定制度を活用した緑の団fffiつくりにはこれまで

に8件を認可している。
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■地下水保全

水は生命の源であるばかりでなく、都而活動を

支える貴重な資源でもある。本市は古くから清ら

かな地下水に恵まれ、今Ej、上水道をはじめ農=

業などの多種用途に地下水が利用されているO　ま

た、この地下水の利用は、生活水準の向上や産業

経済の発展などに伴い今後も増加するものと予想

されるO

しかし、この地下水も無尽蔵ではないことから、

昭不□51年3 F∃の両議会で熊本の地下水を後世まで

守り伝える主旨の「地下水保全都而宣言」が決議

されている.本而では、これと歩調を合わせ、昭

和52年9矧こ井戸の届出制を室調とした「地下水

保全条例」を制定している。

この限りある地下水資源を最期的、効率的に活

用していくためには、地下水をとりまく自然、・社

会環境の変化を常に監視し、地下水の挙動を科学

的に調査する必要がある。このため本而では、地

下水位、河川水位、湧水量などの観測あよび地下

水利用量の把握に努め地下水のかん養、流動機構

の解明に耶り組んでいるoさらに、水資源の適正

利用について市民の十分な理解と協力が得られる

よう啓蒙にも努めているところである。

昭和61年8月1日から10月12Bまでの73B間、

1 *　-"'I蝣　　　　　　　　　王

寺江津湖公転で、緑と水の博覧会「ウマモトワリ

-ンピップ'86」が開催される。

合や指呼の距離となった21世紀にむけて、活力

に富hJだ熊本らしい個性をもつ、潤いにあふれた

くまもとを建設するため、今我々は人間も自然の

二‥　　　　　　　　　し∴　　　i- ..

積極的に推進していかねばならない。

このためには豊かな緑、豊かな水そして澄んだ

看空からふりそそぐ光、風、くまもとの市民を育

-　　.・'- I-　:一・　　　i-し　‥

学びそして活用していくことが重要である。

第4国全国都而緑化くまもとフェア「緑と水の

博覧会くまもとワリ-ンピップ86」は、くまもと

Ei
. ・・

に住む1人ひとりが緑と水の大切さを知り「緑を

守り」 「緑をつくり」 「緑を広める」ための場と

なることを目的に開催される。

会場には噴水をあしらった大花壇をはじめ、花

の広場、緑のトンネルを各所に設け、その中にテ

-マ舘や各種/てど」オン、緑と花ソーン、動物ソ

ーンなどをもうけ、 -Ej中楽しめる博覧会を目標

としている。

開催方針

①緑と人間のコミュニケーションを歌いあげ楽し

く過ごせるものとするO

②未来社会を担う子供達を中心に、緑や自然につ

いての理解を深めるなど環薦教育の場とする。

◎緑化意識の高揚を図ると共に、地域にあける而

-　∴-T-.-' -' .'・" i ''し　　　　　　　、

上げる。

㊧緑豊かな潤いのある美しい街つくりを提案し、

一人ひとりが身近に花と緑をふやしていくきっ

かけをつくる。

◎緑とオープンスべ-スの活用に関する苗種技術

や材料の普及と、これらについてのあらたな技

術開発を促す。

◎品種改良、バイオテウノロジ-等植物の利用にuuヨニLfM-Xヽ  メ  I

関する先-蒜妄孟蒜と這;J這妄';蒜L
三・:　蝣'--i-' !蝣-:-.i._-,.'' '

公園
快適な生活贋醇を甜L/て

れガ国では、戦後郡市への人口と産業の急激な

集中によって市街地の遇権化や郊外の無秩序な開

発がすすめられ、緑とオープンスペースは著しく

減少し、郡市の自然環屍や責矧ま悪化L/Cきてあ

り本市もこの例外ではないO

本市は、 「森の邦.と語られるほどに豊かな

「緑」に恵まれ、潰れつな湧水を誇りにしてきた。

これらの保全と育成とは、次代に対する私たち0)

・＼つとめ、、てあり、本市の将来像0)ひとってある

r緑と>Kにかかやく明るい償俵都市」建設のため

の主軸ともなっている。

公園事業について且、大正1 3年に水前寺運動公

鼠を建設したことE=始まり、この後、用地買収、

土地区画整理事業などにより土地を確保し言逐次

整備を弓すめてきてあり、昭和59年度末での本市

の都市公園等の整備状況は、453箇所、 310.87 h a

Cまちの広場等を含む)で、これは市民一人当た

り、 5.65ml (昭郡60圧3 F∃31日、人口550,318人

を対象)の水準となっている。

公国整備計画については、第一次(白餅ロ47-51

年度)及び第二次(昭和51- i5^度)郡市公園等

整備五箇fE計由を受けて、昭和56if匿からは第三

次五箇年計画をス5]-トさせているoこれは

⑦.公園整備の地域mpンバランスを是正し、地

域に密着した児童公園、近隣公園などの基幹公園
・蝣・蝣　　> '　　　　　　　∴

㊦.中心而街矧こオ-ブンスべ-スを矧呆するた

め、河川敷運動公園の整備を促進するO

◎_レワリエーシヨン需要の高まりに対処して、

広域公園の整備をすすめる。ことを基本とし、昭

不060^度未に而民-人当たりの都而公園等の面積

を5¥6m!とすることを目標にしている。

また、緑とオ-プンスペ-スの保今と憩満を図

るための施策を総合的に展開するため、本而では

国の施策に基づいて「緑のマスタ-プラン」を策

定中である0回の方針によ,nば「西暦2000琵〔肥

郡75ff)をR標に腔慣すべき緑地CO中核をなす都

市公園等について(J原則として市民-人当たり奇

石むね20rrrを確保することを漂葦として設定する_」

こととされているO

「緑のマスタープラン」の策定後は　この青写

真に基ついて環境保全のための緑地、レワリ工-

シヨンのための綴m、航災のための緑地というそ

れぞれの機能を備えた都而公園等ョ整備を行い緑

あ,3＼れる街つくりをすすめていくことにJなる。.

・&鼠現況表cs60-3.31XI桁三二)　人::55リ.5187、

, w ‡別 公 露 教 公 園 面 積 佃
住 民 1 人 当

り 面 積 ( rrr )

児 童 公 勤 3 0 4 3 9 2 ,7 5 8 0 . 7 1

近 隣 ノノ 日 1 2 4 6)U 'J 0 ー2 3

地 区 ノノ 2 9 1 , 6 9 4 . 0 .1 7

総 合 ノノ 1 5 ' 7 . 2 4 / u .iヨ4

運 動 ノノ 2 2 1 5 , 5 3 3 0 3 」

特 殊 ノノ 1 5 )3 6 .5 5 C 0 .9 7

広 域 ノノ ノー 3 0 2 ,0 8 4 0 .5 5

右B F E 緑 地 2 2 2 2 4 ,5 糾 0 4 1

小 昌T 3 5 5 2 , 4 0 5 ,0 5 0 4 .3 7

ま う の ノ云 場 9 6 5 9 ,5 1 1 0 . l l

そ の他 の JL 鼠 つ
L

6 4 4 . 1 4 1 1 ∴1 7

合 計 4 5 3 3 ." 0 8 , 7 Q 'd 5 . 6 5
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健軍東町公園
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都両の基幹的施設として而民生活を支えてきた

水道は、而勢の発展とともに拡張を重ねながら今

日に至っている。

その原水は、大正13年の創設以来、阿蘇に淘嘉

された豊富で清浄な地下水で賄われてきた。

水源地も当初建設されたノヽ景水苔水源地(浅井

戸2本)をかれきりに順次増設され、現在12ヶ所

の水源地(井戸69本)に及び、日量320.000m'の

配水能力を備えている。

水の需要は将来の人口増加、而街化の進展並び

に生活用式の変化に償い増大することか予測され

∴-~"蝣　蝣'・' i　蝣∴

巳召和55年に着手した第4次拡張事業は、昭和65

年をEj標に給水人口615,i　人に対して1人1日

最大601 a 、総量370.000m'の水の確保を目指し、
・　　: ''I　　　　ニ

88 , 000m'を散水しようとするものである。

さらに市南部の末績水地威の解消をはじめ粟部

から西部地区に至る粟西幹線配水管の整備と市街

化の著しい北東部地区の佑水の円滑化を図るため、

い　I　・*・I　　　　　　ご~∴

点として南北幹線配水管を竜田町弓削まで而設す

る計画である。

・蝣'.-.・蝣-・I 、一三l:Tl・ト・・..・　蝣　-":.1

58^7 mこ管理センタ-を完成させ、コンピュー

タを駆使した情報処理、遠隔監視制御システLiを

導入し、水源地はもとより市内1 5ヶ所の路上局か

ら情報を収集し分析を通して、取水量並びに水圧

変化を自動的に調整し百効適切な配水を行うと具

に管理の省力化に努めている。

.∴　・　i;　'・.;'・- : _　蝣.'蝣'・蝣-蝣「

と同様に紺ヒ状態にあるため、経営面から厳しい

」　　　　　　　　　　_Jササ

秋田配水場配水ポンプ

状況となっているが、需要量の予測の適格性を期

すと只にそれに見合った施設投資を行うなど、水

道環境の変化に対処した経営の健全化を目指して

いる。

なあ、水の百効利用は今後の市民生活の向上や

"　・:-¥・　}　蝣　-　　　　　　　・ .・こ　　t

漏水防止のための施策は勿論、広く市民の協力に

/・ ・ . . .　∴一・　　　　　・　*I・'・'、 I ・

が必要であり、節水思想の普及活動を展開すると

・、I　　・.*蝣　・".'蝣　蝣'・　　・ 。

管理センター
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下水道
代讃;.r^淳Z蒜婦SBiu L -

去市の公共下水道事業は昭不□23^に戦災雇堪事

業の-一環として市中!u五278 haの認可を受け事業

に岩手し、昭和32年には当時の而衛蛸全域を網羅

亘る計画総面積2 ,54酎1aの下水道全体計画の策定

をみた。.この計画は昭和50匡認可面積990H3の事

業完了に至る迄の閏、事業計画の指針となったo

なあ　流下方式は主として合流式を採用した。

一万、昭不□30年代後半以降の高麗経済成長とこ

れIlこ伴う人口、産業の著しい都市集中により公共

用水盛の水質活濁ガ深刻化し、国はその対策とし

てE那口45年のいれゆる公害国会にあいてzK覧汚濁

防止法の制定等公害関係諸法の整備を行なった。

この,11害国会にあいて下水道法にも-部改正が行

a狩れ、下水道が生活環境の改善や公衆衛生の向

上のための肺謡にとどまらす、公共轄フⅩ

域の水質保全のために欠くことのできな

い施設であることが明確化された　　　I

この酎封書勢を背黒として利jTは自召i 1

不□伸二公共円水即)水矧把の観点か・!,読

ら墨本計画の抜本的両横詞を行い、.計画/・　　　　　′ J　一

総面積9,772 haとLm除方式についても

分流式を原則とすることに改めた。.

その後、熊本都而圏公共用水域の水質環境塁準

制定に伴い矧こ於いて流域創下水道整備総合計画

か策定されるなど下水道費目17り巻く諸情勢の変動

に対処するた臥　日新[53亘に「熊太市公共下水道

墓本計画研究会.を発足させ、更に将来の方向つ

けを行った結果、全体計画処理面積10,034ha、言「

下
水
道
幹
線
工
事

連
台
寺
下
水
処
理
場

涯鹿第二ポンプ場

画処理人口657,000人とし、これを蓮台寺、秋津、

川尻、小島、北部の5処理区に分割し汚水処理を

1-1 ∴二ここ'二こ1'一・f>

この内、北部処理区については菊臥合志、北部

の3印を含めた熊本北蔀流域下水道の関連処理区

として昭和59年匿より幹線管葉に着手した,Jなあ

昏化せン9-及び1両3町こまたがる主要幹線に

ついては県施行分として昭和57^から事業が進め

られている。

また、認可区域については昭和23」fの当初認可

以末、事業(D逗捌犬況などを勘案しなから逐次変

更認可により区域の拡大を図り、昭和59年1月に

流域関連処理区として、黒髪、清水、桶団地等503

naを、同年3円には上熊本、新開臥長嶺、沼山

津、出水、大渡等1,269haを新たに刀□え、認可し血

積を5,256 〔aとし、その整備目標fF虚を昭利67」f

度(流域関連は日新口65年度)とした。

この中から現在、昭利56毎度を初年度とする第
I　　　　　　・・-・　　　　　　　　　　　　.

予定整備面積1 ,365na)に則り、鋭意事業の推進

に努プ]しているところてある。なあヨ召和59年度

末人口普及率はA2% (全国平均34%)となってい

る。

r!P ZI3BMS&
f!.:;1 '#>蝣蝣・;蝣''(蝣蝣!-蠎蝣蝣・LIl1 1言

・ニ′　-1-`　　′r_A,I

ニ誹!諒宰㌦蝣:'k
こ・-*・蝣>;s 」

止9GUB胞壬

.

・蝣'l;「　　て　　∴

水 路 名 延 長 排水面積 備 考

高 橋都市下 水路 779 m 15 9 n a 33- 3 5年度 事業完了

IEキr7 li 9 18 4 1 33- 3 7年度 )ノ

春 日 ノノ 1 ,317 63 34 - 3 7毎夏 ノノ

秋 津 ノノ ,463 8 5 3 8- 4 1年 度 ノノ

帯 山 ノノ 1 ,474 7 6 3 9- 4 1年 度 ノノ

出 水 ノノ 1,37 0 4 1 4 2- 4 6:5 度 ノノ

投 山 ノ) 467 3 8 4 5- 48年 度 ノノ

新南部 ノノ 668 4 3 4 6- 年度 ノノ

山 ノ下 ノノ 1.058 5 7 -56年度 ノノ

湖 東 )ノ 983 7 7 47- 5 6^ 度 )ノ

秋 津 ノノ 2 .410 22 8 50- 5 6年度 ノノ

竜 ロ ノノ 830 9 5 55- 6 2年度 事業実施中

日 出 ノノ 2 ,004 8 1 55 - 年度 ノノ

上熊 本 ノノ 930 1日 57- 6 2年度 ノノ
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作業により完了する。

r・　蝣._　　　　　　　　　　　　　　「

4,371 t (1 B平均533t)てこのうち約55%にあ

たる107,783亡が家庭から、約45%にあたる86,58

8 tが事業所等から排出されている。

家庭ごみについては、分別収集により可燃ごみ

を北部・西部両清掃事業所の78台の車両で週2回

収集し、不燃ごみ・大型ごみを清掃管理策一課の

1 2台の車両と一郭委託業者2台によってそれぞれ

.4蝣!J'.耳二M、

再資源化業者が

している。

事業所等から

は、原則として

施設へ搬入する

棄物処理業者に

とになっている。

現在、ごみの

あきピン・あきカン類を

6台の車両で月1国収集

排出されるごみについて

苗字菜p:l--*.三蝣e^寄LrH里聖

か、市が許可した一般廃

収集・運搬を委託するこ

処矧ま東部清掃=場(300

BtfjJiコ題虹

t /24時間)を主力に、北部清掃事業所及び西部清

掃事業所(苗　'8時間)の3箇所の施設で可

燃ごみを焼却処理し、不燃ごみと焼却残灰を市が

飽託郡北部町こ建設した扇田埋立処分場(昭和59

年5日埋立開始)で埋立処分している。月餅□59年

度では153,876tを焼却処理し、 77,396 t(焼却灰

41,565tを含む)を埋立処分したOまた、ごみの
減量化と資源の有効利用を因るため、4 ,664 tのあ

きビン・あきカンを回収し再資源化した。

人口の増加、経済発展に伴い、ごみの排出量も

増加する見込みであり、そのためこれらのごみに

対処できるよう西部清掃工場を建設中である。

西部清掃工場概要

所在地　熊本而城山薬師町字憤割363

敷地面積　30,843ml

工　　期　昭和58^3月～昭和61年3月

焼却能力

も　⊥巧

西部清掃工

鐙
t/ 24時間

・蝣　蝣・　-I

i-　!'一　・.　　　-∴　　　こ・・

扇
田
埋
立
処
分
場

てではなく、有価資源・工ネルギ-資源としてと

らえ、ごみ焼却時に発生する高温排ガスを利用し

て蒸気を発生させ、発電を行ったり、地元隣接農

地へ温室加温用の給湯を行うなど、余熱を積極的

に活用することであるO

そのほか、昭和58年から使用済み乾電池に含ま

れる水銀による環境汚染問題が憂慮され、本両と

しては虎葉物の適正処理及び而民の生活環薦保全

の観点から座視することはできず、これら乾電池

の分別回収を因るため、昭和59年5月から消聾者

のシヨツピンクを利用したスーパーマーケット各

店による拠点回収と、毎月1回のあきピン・あき
∴　　　!　　　　　'　　'　　・

う2つの方法で開始したOなお日嗣059年度中に回

.　∴-_-'"　r　'　,,　~　　'"・I

486,000個、トラL缶118本分であるO

西部清掃工場

東部汚水処理場(バナナ園)

只在、本市のし尿収集人口は、 12万9千人で、

総人口の23%、し尿浄化槽人口は、 22万7千人で

総人口の41 %である.

し尿収集は、許可制(許可業者: 5業者、 1協

同組合、車両45台)であり、全市域を校区劃し、

各戸別毎に、毎Ej、定路線万式で毎月1匡=以上収

集している。
し尿浄化槽は、毎月の保守蔦横の結果により清

掃している。

収集したし尿及び浄化槽汚泥は、粟部汚水処理

場、蓮台寺下水処理場で100%衛生的に処理し、二

次公害の発生を防止して市民の生活環境を保つよ

うに万全を期している。

特に、東部汚水処理場に増設した50k色/E]施設

は、脱茎、脱リン、脱色を行う最新式の酸化処理

方式である。

また、広域行政の-環として、昭和59年矧ま、

絶田町、河内町、北部町の3町のし尿処分を聖託

している。

なあ、東部汚水処理場敷地内に発生ガスを利用

して月ナナ園をつくり、住民との交流を深めるよ

う努めているO

し尿処理施設

東部汚水処理場

320kfi/B　消化処理方式

50k且/Ej　酸化処理方式

75k色/Ej　圧送施設

蓬Gtj下二卜aH桂畢

1 8(M/B

吉十　625k色/E]
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道路は、 E]常生活や経済活動を行う上で最も重

要fI3交通施設であり、また住み良い環境つくりを

するうえで貫垂な役割を担っているO

よって本市においては、逼搭整備に積極的かつ

重点的に取り組女ノでいるとこうである。

その内容は、舗装の新設や老朽化に伴う舗装打

換、側溝の整備、.道路の新設改良=、橋梁整備、交

通の安全を健保するための歩道の整備や防護用、

道路照明灯の設置などてある。

また、道路の維持管理上基本となる道躍台帳の

整備や道路不法占用に関する指導なども積極的に

取り組んでいる。その他、昭和52年度からは私道

等整備補助豊交付制度を設け、私道等の整備につ

いても市民の二-ズに応えるべく補助を行ってい

る。

■都市計画道路

都市吉「画道路の整備L=あたっては、.第9次道路

整備5刀fE言十画(58年度～62年度)の整備万毒十に

墨つくことはもとより、.而内交通のFI]酒化と、熊

本都市圏を含めた交通混雑の解消を目指してすす

めている。

特に主要な幹線道控については、通過交通の都

市内交通からの分離をはかるとともに、放射状、

環状が一体となった利便性の高い道害体系を権'立

する。

また、補助韓横道誓、区画通沼については、工

地利用計画との調和刀もとに、環虎保全等にも配

慮した道路体系を確立する。

現在、 48路線、総延長189kmの郁而三十函道路か

計匿決定され、うち、延長88km (改良済、進捗率

46-996)が整備されている。

60年度ra:、熊本駅北部緑をはじめ流通業務団地

建設の関連事業として、本荘犬測線など、 12指紋

の道躍改良、橋梁整備を実施するO
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●市道延長及び面積潤和60琵4^ 1日現在〕

区 分 道 措 橋 梁 合 計

延 長 1 ,7 3 3 .83 6 m 6 ー85 0 rr- 1 ,7 4 0 .6 86 n

面 積 6 ,6 76 ,22 2 m ' 3 7 ,3 4 8 m 1 6 .7 1 3 .5 70 iff

●市道舗装率(昭租昨4J3 1日現在)

区分 舗 装 遵 干蝣'.)†= 害盛装 率

延 良 1 ,2 72 、3 2 8 1.l ヱ6 8 ,3 5 3「TlJ 7 3 .0 9 9 6

亘積 5 ,2 6 3 .4 12 m ' 1▼4 1 4 ,9 5 7 m ' 7 8 .3 1 9 6

4都市計画道路の区分

道 路 区 分
∴十叶十 七,.i '蝣, 致r最前直 島 it: :' V

tin LI: %

む け -1 .''c

(犠flOn -一相.Tt
7 1 .5 8 4 .1 4 9 .0

補 的幹 得道路

.堀 16Tir lm l二.
・I . 1 ∴ 1 4 .8

区 画 遵 隈

:喝lim U!卜‥
3 . 4 2 .5 7 3 .5

ロ
1 8 9 8 8 4 6 .9

自転車も歩行者も安心して通行できる
東町第4号線自転車歩行車道

・・'.J,'-蝣'、十l-: fミ芋は、五十至_一月「:・:両蝣.::'i:'v 、、J i-":

I　　　　　　　蝣　　　　　　　蝣　　　　　　　　　　蝣'I

機関として重要fIi役割を果しICL 、、るO

電車事業は、大止13年8月の創業で、以東市政

CD発展とともに路線の拡張を行′甘ノ＼、、最盛期(D昭

和38年には、営業キロ25km、 6系統、車両数87両、

1 B^均粟客数は11万6千人に達したoその後、

葛厚経済成良に伴う都而圏の拡大やマイカ-¢急

増により、乗雲矧ま減少の-遠を辿り、川酎R/ †ス

に転藻してきたか、現存なあ、 2系統を運行して

いる。

近年、全国に先ガロ車両の掃暖房を図り、軌道

敷内への他申侵入禁止ゥ強化、主要電停の上屋設

置、電車接近表示米(D瑠り付け、さらには新電車

4両の導入など積極的なサ-ビスに努め、乗客,鶴

れの防止に最大の努力をしている,,

-万、月ス事業は、昭和2年111=3、竃重の補目刀

的交通機関として営業を始めた。

都市圏の拡大に対正し、年々路線のネットワ-

'コの拡張を図り、昭和44年には営業キロ128km、 1

E酔均乗客数10万6千人に達した。

しかし、今日の道箔交通の混雑のため、定時運

行の確保が困難となり、利用客のバス離れか表面

化してきた。そこで対応策として、専用レ-ン刀

拡大と車両の昂房化、低床広巾ドア月スの導入、

方向幕の大型化と搭線案内CD謝巳、照明付バス停

標識の設置、ノしく停上屋、自転垂置場の設置など、
一　.I

に努めているか、.依然として利用害の減少は続い

ているO

モ157リゼ-シヨンの進展は、交通事業に深刻

な経営危機をもたらしたため、昭和4a年度から財

政再建酬本の指定をうlJだ。現在、国及び、一般

会計からの開放度勤rnもとに財政立直しノを図り、

より一層rjj菜害サ-ビスに力を注いている。
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■公営住宅

本市では、住宅に因窮している低所得者に対し、

低廉な家集で入居できる市営住宅の建設、建替え

並びに既存住宅の環境改善事業を実施し、これら

の維持管理にあたっているo

昭利60年度建設事業計画としては、第1種住宅

160戸、第2種住宅205戸の計365戸を建設する予

定であるo

l　市営住宅の建設

(1)新設事業

国の施策を踏まえ、住宅の質の向上と安定供

指を目指し而営住宅の建設を進めている。近年

人口の増加や世帯の細分化などに伴い市営住宅

への入居希望者も多く、未だ而民の要望に応え

るには十分とは言えない状況にあるO

したがって、今後更に、将来の住宅需要を展望

しなから総合的に市営住宅の建設を進めて行く

言十画である。

(2)建替事業

現在、市営住宅立地条件の良好な地域では、

・　　　　　　　　こ、-'蝣' '"蝣t∴

っている。このため、既存の老朽化した木造な

どの市営住宅を順次、中層耐火構造の住宅に建

替えを行い戸数の増加と居住水準の向上を図っ

ている。また、当該団地周辺の居住環境の整備

にも配慮し良好な市街地環境の形成に努めてい

る。

(3)住戸改善事業

耐火構造の市営住宅の中で、部屋が狭く設備

も不備な住宅については、実情こ即した方法で

∵二~i・'1・'V.*' -　　　　~　　　　・・I"'

準の同上を図っている0

2　市営住宅の維持管理

現在(昭利60年フ月末) 、管理している市営住

宅の総戸数は67団地、8,261戸である。これらの住

宅を維持するために必要/'d工事については、年次

計画を策定し修繕=事を行っている。
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一万、管理面(=あいては、市営住宅の使用状況

等を把握し住宅の有効使用を因っているo

■建築指導

/一一・・　-T"∴　.'I!　・　　!一・.　i-

より、それまで県で行なっていた本市の建築指導

行政を本両が引き継いだ。

本市にあける全建築物着=件数は昭和51年矧こ

8,633件の最高数値を示したが、それ以降fF々減

少傾向にあって、昭和59年度は5,125件で前年度

比では-2.S　で商ったoこれを用途別こみると、

全建築物の約78%が住宅系建築となってあり、住

宅の利用別着工状況では建築物の71.;が自分の

持家で残りは貸家建売給与住宅の順となっている。

また、工事種別では全建築物の72.;が新築とな

っている。

今日、更に特殊建築物に対する防災対策が0Ⅱば

れてあり、本而ての対応として消防と合同又は単

独でこれらに対する特別査察を年数国定期的に行

ない安全指導をしている。
`.・.'.蝣?'."・..'". !l　　、  '-　!.-I

二:I I　-一・　　二　　　　　　ご

力による建築行政協力員制度の活臥市政だより

などによる而民に対する巾広い違反防止の啓蒙活

動を行なっている。

21世紀に向けての必要課題である「活力にみち

た、住みよい街つくり」を積極的に推進させるた

めに、その-環として個々の建物がその賢として

都而景観を考慮されて建てられるように優秀建築

物表彰制度、設計時点ての建築協定の呼びかけな

どを強力に行なっているところであるD

蛸憾

豊かな人間形成を目指して
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